
　　【別紙1】

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
沖縄県　渡名喜村

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

100.52 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) －

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 389 3.87

①収益的収支比率
修繕費等の維持管理費にばらつきはあるが、前年
度の収支は毎年赤字であり、類似団体平均値を下
回っている状況である。
④企業債残高対給水収益率
毎年度、償還は進んでおり企業債残高は減少して
いる。今後老朽化に伴う更新等により企業債残高
は増加する見込みであり、適切な投資の検討が必
要である。
⑤料金回収率
給水に係る費用が料金収入を上回っており、収支
不足額は他会計繰入金で賄われている。比率は類
似団体平均値と比べても下回っている状況であ
る。　　　　　⑥給水原価
修繕費等維持管理費のばらつきにより変動してい
るが、類似団体平均値を大幅に上回っている。
⑦施設利用率
老朽化に伴う生産水量の減少により、利用率は低
い状態である。稼働率や負荷率を踏まえた施設規
模の見直しが必要である
⑧有収率
毎年度安定して推移しているが、耐震化に備えた
管路更新が必要である。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

98.18 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 該当数値なし 100.00 5,926 377 3.84

2. 老朽化の状況について

③管路更新率
依然として更新率は低く、更新に向けて中長期的
な施策が必要であり、管路の更新整備を計画して
いる。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

給水原価の高止まりによる収支赤字改善の取組、
老朽化に伴う管路更新整備により、水道事業の適
切な運営、経営改善の検討を進めていく必要があ
る。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.51】 【1,242.90】

【75.27】【57.58】【524.69】【33.35】

【0.71】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



  【別紙2】

総収益 地方債現在高合計 供給単価

総費用＋地方債償還金 給水収益 給水原価

【指標の意味】 【指標の意味】 【指標の意味】

　法非適用企業に用いる収益的収支比率は、給水収益や一般会計からの繰入金等の 　給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標である。 　給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標であり、料金

総収益で、総費用に地方債償還金を加えた額をどの程度賄えているかを表す指標で 水準等を評価することが可能である。

ある。

【分析の考え方】 【分析の考え方】 【分析の考え方】

　当該指標は、単年度の収支が黒字であることを示す100%以上となっていることが 　当該指標については、明確な数値基準はないと考えられる。従って、経年比較や 　当該指標は、供給単価と給水原価との関係を見るものであり、料金回収率が100%

必要である。数値が100%未満の場合、単年度の収支が赤字であることを示している 類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値 を下回っている場合、給水に係る費用が給水収益以外の収入で賄われていることを

ため、経営改善に向けた取組が必要である。 となっているか、対外的に説明できることが求められる。 意味する。数値が低く、繰出基準に定める事由以外の繰出金によって収入不足を補

　分析にあたっての留意点として、例えば、当該指標が100%以上の場合であっても、 　分析にあたっての留意点として、投資規模は適切か、料金水準は適切か、必要な 填しているような事業体にあっては、適切な料金収入の確保が求められる。

更なる費用削減や更新投資等に充てる財源が確保されているか等、今後も健全経営 更新を先送りしているため企業債残高が少額となっているに過ぎないかといった分 　分析にあたっての留意点としては、経常収支比率と同様に、例えば、当該指標が

を続けていくための改善点を洗い出すといった観点から分析する必要があると考え 析を行い、経営改善を図っていく必要があると考えられる。 100%以上の場合であっても、更なる費用削減や更新投資等に充てる財源が確保され

られる。 ているか等、今後も健全経営を続けていくための改善点を洗い出すといった観点か

　また、経常収益（総収益）について、給水収益以外の収入に依存している場合は、 ら分析する必要があると考えられる。

料金回収率と併せて分析し、経営改善を図っていく必要がある。

　一方、当該指標が100%未満の場合であっても、経年で比較した場合に、右肩上が

りで100%に近づいていれば、経営改善に向けた取組が成果を上げている可能性があ

るといえ、今後も改善傾向を続けていく観点から分析する必要があると考えられる。

一日平均配水量 年間総有収水量

一日配水能力 年間総配水量

【指標の意味】 【指標の意味】 【指標の意味】

　有収水量1㎥あたりについて、どれだけ費用がかかっているかを表す指標である。 　一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模 　施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標である。

を判断する指標である。

【分析の考え方】 【分析の考え方】 【分析の考え方】

　当該指標については、明確な数値基準はないと考えられる。従って、経年比較や 　当該指標については、明確な数値基準はないと考えられるが、一般的には高い数 　当該指標は、100%に近ければ近いほど施設の稼働状況が収益に反映されていると

類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値 値であることが望まれる。経年比較や類似団体との比較等により自団体の置かれて 言える。数値が低い場合は、水道施設や給水装置を通して給水される水量が収益に

となっているか、対外的に説明できることが求められる。 いる状況を把握し、数値が低い場合には、施設が遊休状態ではないかといった分析 結びついていないため、漏水やメーター不感等といった原因を特定し、その対策を

　また、必要に応じて、投資の効率化や維持管理費の削減といった経営改善が必要 が必要である。 講じる必要がある。

である。 　分析にあたっての留意点として、水道事業の性質上、季節によって需要に変動が

あり得るため、最大稼働率、負荷率を併せて判断することにより、適切な施設規模

を把握する必要がある。

×100
年間総有収水量

算出式（法非適用企業） 算出式（法非適用企業） 算出式（法非適用企業）

⑥給水原価（円）
総費用-受託工事費+地方債償還金(繰上償還分除く。)

⑦施設利用率（％） ×100 ⑧有収率（％）

算出式（法非適用企業）

 ①収益的収支比率（％） ×100
 ④企業債残高対給水収益比率

（％）
×100 ⑤料金回収率（％） ×100

経営指標の概要

1．経営の健全性・効率性（水道事業）

算出式（法非適用企業） 算出式（法非適用企業）



  【別紙3】

当該年度に更新した管路延長

管路延長

【指標の意味】 【指標の意味】

　法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標で、管路の老朽化度合を示し 　当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペースや状況を把

ている。 握できる。

【分析の考え方】 【分析の考え方】

　当該指標については、明確な数値基準はないと考えられる。従って、経年比較や 　当該指標については、明確な数値基準はないと考えられるが、数値が1%の場合、

類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値 すべての管路を更新するのに100年かかる更新ペースであることが把握できる。

となっているか、対外的に説明できることが求められる。 経年比較や類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、

　一般的に、数値が高い場合は、法定耐用年数を経過した管路を多く保有しており、 適切な数値となっているか、対外的に説明できることが求められる。

管路の更新等の必要性を推測することができる。 　また、当該指標の分析には、他の老朽化の状況を示す指標である有形固定資産減

　また、他の老朽化の状況を示す指標である有形固定資産減価償却率や管路更新率 価償却率や管路経年比較率の状況を踏まえ分析する必要があると考えられ、管路の

の状況を踏まえ分析する必要があると考えられ、管路の更新等の必要性が高い場合 更新等の必要性が高い場合などには、更新等の財源の確保や経営に与える影響等を

などには、更新等の財源の確保や経営に与える影響等を踏まえた分析を行い、必要 踏まえた分析を行い、必要に応じて経営改善の実施や投資計画等の見直しなどを行

に応じて経営改善の実施や投資計画等の見直しなどを行う必要がある。 う必要がある。

　なお、長寿命化等に取り組んでいる団体においては、分析の際に、それらの効果 　なお、供用開始から日が浅い、既に多くの管路の更新が終了している等の団体に

についても留意が必要である。 おいては、分析の際に、それらの効果についても留意が必要である。

（参考）各指標の組み合わせによる分析の考え方

指標 　分析の考え方

1．経営の健全性・効率性

①経常収支比率 　経常収支比率が高くても、料金回収率が低い場合には、給

⑤料金回収率 水収益以外の収入で賄われていることを意味することから、

必要に応じて料金の見直しを検討する必要がある。

⑦施設利用率 　施設利用率が高くても、有収率が低水準にある場合、収益

⑧有収率 につながらないこととなるため、早急な対策が必要である。

2．老朽化の状況

②管路経年化率 　管路経年化率が高い、且つ、管路更新率が低い場合は、一

③管路更新率 般的に、管路の更新投資を増やす必要性が高いため、早急な

検討が必要である。

1．経営の健全性・効率性及び2．老朽化の状況

①経常収支比率 　有形固定資産減価償却率が高い、且つ、経常収支比率が良

①有形固定資産減価償却率 好な場合には、必要な更新投資を先送りにして健全性を維持

している可能性があるため、老朽化対策等、投資のあり方に

ついて検討する必要がある。

②管路経年化率（％） ③管路更新率（％） ×100

経営指標の概要

2．老朽化の状況（水道事業）

算出式（法非適用企業） 算出式（法非適用企業）



【別紙4】 投資・財政計画
（10年収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　　度 H26年度 H27年度 H28年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

1 (A) 32,091 37,680 25,897 33,611 21,524 13,310 13,137 12,997 12,896 12,799 12,646 12,484 12,352

（１） 11,592 12,481 12,780 12,590 12,519 12,420 12,285 12,184 12,123 12,084 11,991 11,889 11,818

11,291 12,190 12,422 12,290 12,219 12,120 11,985 11,884 11,823 11,784 11,691 11,589 11,518

301 291 358 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300

（２） 20,499 25,199 13,117 21,021 9,005 890 852 813 773 715 655 595 534

20,498 19,650 13,116 21,020 9,004 889 851 812 772 714 654 594 533

1 5,549 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

２ (B) 28,262 35,405 27,473 27,802 20,206 14,596 14,470 14,353 12,750 12,619 12,465 12,307 12,158

（１） 25,213 32,893 25,412 25,875 18,356 12,819 12,768 12,730 11,207 11,192 11,157 11,119 11,092

6,839 6,861 6,966 5,225

3,270 15,707 6,030 4,523 4,500 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

118 145 175 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150

1,096 3,293 1,883 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 500 500 500 500 500

175 439 166 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

397 405 870 653

1,224 4,606 4,569 4,518 4,480 4,457 4,442 4,407 4,369 4,342

13,318 6,043 9,322 12,000 7,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

（２） 3,049 2,512 2,061 1,927 1,850 1,777 1,702 1,623 1,543 1,427 1,308 1,188 1,066

ア 3,049 2,512 2,061 1,927 1,850 1,777 1,702 1,623 1,543 1,427 1,308 1,188 1,066

イ

３ (C) 3,829 2,275 △ 1,576 5,809 1,318 △ 1,286 △ 1,333 △ 1,356 146 180 181 177 194

1 (D) 23,745 24,282 9,127 28,896 34,618 34,721 34,825 35,376 6,412 7,227 8,077 8,930 9,235

（１） 8,000 9,874 9,874 9,874 9,874

（２） 23,745 24,282 9,127 4,896 4,996 5,099 5,203 5,754 6,412 7,227 8,077 8,930 9,235

（３） 16,000 19,748 19,748 19,748 19,748

（４）

（５）

２ (E) 23,745 24,282 9,127 30,910 34,618 34,721 34,825 35,376 6,412 7,227 8,077 8,930 9,235

（１） 26,014 29,622 29,622 29,622 29,622

（２） (H) 23,745 24,282 9,127 4,896 4,996 5,099 5,203 5,754 6,412 7,227 8,077 8,930 9,235

（３）

（４）

３ (F) △ 2,014

H35年度
7年目
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8年目
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9年目
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10年目

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

H29年度
1年目

H30年度
2年目

H31年度
3年目

H32年度
4年目

H33年度
5年目

H34年度
6年目

支 払 利 息

営 業 外 収 益

一 般 会 計 繰 入 金

そ の 他

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

光 熱 水 費

委 託 料

通 信 運 搬 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

受 水 費

そ の 他

営 業 外 費 用

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(B)

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

一 般 会 計 補 助 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

収 支 差 引 (D)-(E)



【別紙5】 投資・財政計画
（10年収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　　度 H26年度 H27年度 H28年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

(G) 3,829 2,275 △ 1,576 3,795 1,318 △ 1,286 △ 1,333 △ 1,356 146 180 181 177 194

(H)

(I) 6 3,835 6,110 4,534 8,329 9,647 8,360 7,028 5,671 5,817 5,997 6,177 6,354

(J) 3,835 6,110 4,534 8,329 9,647 8,360 7,028 5,671 5,817 5,997 6,177 6,354 6,548

(K) 129,111 104,829 95,702 98,806 103,684 108,459 113,130 117,250 110,838 103,611 95,534 86,604 77,369

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 H26年度 H27年度 H28年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

20,498 19,650 13,116 21,020 9,004 889 851 812 772 714 654 594 533

18,974 18,394 12,086 21,020 9,004 889 851 812 772 714 654 594 533

1,524 1,256 1,030

23,745 24,282 9,127 4,896 4,996 5,099 5,203 5,754 6,412 7,227 8,077 8,930 9,235

11,873 12,141 4,564 2,448 2,498 2,550 2,602 2,877 3,206 3,614 4,039 4,465 4,618

11,872 12,141 4,563 2,448 2,498 2,549 2,601 2,877 3,206 3,613 4,038 4,465 4,617
44,243 43,932 22,243 25,916 14,000 5,988 6,054 6,566 7,184 7,941 8,731 9,524 9,768

収 支 再 差 引 (C)+(F)

積 立 金

前年度からの繰越金

形 式 収 支 (F)-(H)+(I)

地 方 債 残 高

H29年度
1年目

H30年度
2年目

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

う ち 基 準 内 繰 入 金

H38年度
10年目

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

H32年度
4年目

H33年度
5年目

H34年度
6年目

H35年度
7年目

H36年度
8年目

H37年度
9年目

H31年度
3年目

H29年度
1年目

H30年度
2年目

H31年度
3年目

H32年度
4年目

H33年度
5年目

H34年度
6年目

H35年度
7年目

H36年度
8年目

H37年度
9年目

H38年度
10年目


